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1.は じめ に
　 わが国の公衆衛 生水準 は、医学や医療技術 の発展、栄養状態 の改善 な どによ り戦後急速 に向上
して きた。その結果、種 々の感 染症 は減少 し、平均寿命 も延び、1985(S60)年以来世界最長寿
国 となっている。 しか しその一方で、経済発展 に より社会構造 は大 きく変化 し、少子高齢 となっ
た現在で は、食生活や運動 ・休養 などの不適正な習慣 による生活習慣病 の増加 を始め と して環境
衛生、食料 問題 な どの課題 も増加する傾向 にある。
　 このような現状 において、2000年には厚生労働省 か ら、21世紀 の健康づ くり対 策 と して 『健康
日本21』が発表 された。 これは、第三次 国民健康づ くり対策 と して現在10年計 画で推 進 されてお
り、世界一 となって久 しいわが国の平均寿命の延伸 だけで な く、生活 の質(QoL;quality　of　life)
を考慮 した指標であ る健康寿命(DALE;disabilities　adjusted　life　expectancy)の延伸 を目的 と した
ものである。QOL向上 のため に9分 野 、70項目の取 り組 みの方 向性 と目標値 を設 定 して活動 を
推進 してい るが、高齢社会 にお ける生活習慣病の予 防の観点か ら栄養 ・食生活 に関す る分 野 にお
いては、栄養疫学デ ータをもとに した栄養状態や、国民 の食生活行動変容 を促 すための知識 ・態
度 ・行動 レベルや環境 レベルの検討 を行 い、課題解決 のための具体 的な目標設定 を してい る。1978
(S53)年か ら1998(H10)年までの20年間 に も各10年間計 画で生活習慣病 の早期発 見 ・早期治
療、す なわち2次 予防 に観点 をおいた第一次、第二次 国民健康 づ くり対策 を推進 して きた。 しか
し、 この第三次対策 は健康 を増進 して疾病予防のための 自己管理、すなわち1次 予防 に観 点 を置
いてい るところが特徴 であ る。 これ にはまた1999(H11)年にはGDP比8.1%であ った医療費 が
2025(H37)年には11.5%へと増加す る と予測 され、その削減のね らい もある。健康 づ くりと食
の関連 は密接 であるため、栄養士 ・管理栄養士 は 「健康 日本21」推進の担 い手 として期待 されて
お り、昨年の5年 目の中間評価 を もとに2010(H22)年の 目標達成 に向けて、都道府県、 あるい
は市 町村 レベルでの取 り組 みが一層 強化 されてい るところである。
　 この社会背景 の中、2002(H14)年栄養士法の一部改正 によ り栄養士 ・管理栄養士養成 カ リキ
ュラムが改正 され、時代 に求 め られ る高度 な知識や技術 を有す る専門職業人 としての管理栄養士
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の育成が開始 された。 さらに、2004(H16)年の栄養教諭制度創設、2005(H17)年の食育基本
法の制定、お よび内閣府 の食育推進室設置 などの法の後押 しも受 けて、栄養士 ・管理栄養士 を取
り巻 く環境 は、養成施設現場 も実務現場 も大 きな転換期 を迎 えている といえる。
　栄養士 の育成が 開始 されてか ら約80年経 ち、創設 当時の背景 とは大 きく異 なるこの時期 に、過
去 を辿 り、現状 を見据 え、公衆栄養活動 を実践 してゆ く栄養士 ・管理栄養士 の教育の今後 のあ り
方 を模索する ことは、その教育 にかかわる者の使命 と考 える。そ こで、文献資料 による教育科 目
の変遷やある時期 の実務 栄養士 の実践活動 を辿 って先人 の知恵 を学 び、今後 の教育 と栄養士活動
のあ り方について考察 を試 みた。
2.わが国初の栄養士の誕生と栄養士養成施設創設の経緯
1)栄 養学の祖 『佐伯　矩』医学博士
　 医学の歴 史は長い年月 をもつが、栄養 に関す る研究の歴史は浅 く、19世紀 に3大 栄養素が
発見 され、 さらに20世紀 にか けて各種の ビタ ミンが発見 され、今 日の分析方法論 による栄養
素栄養学 と代謝栄養学が発展 して きた。近年では、分子生物学 的手法の導入 によ り、急速 に
新 しい知見 が積 み重ね られ、遺伝子解析情報 を基礎 に したテーラーメイ ド医療か らテーラー
メイ ド栄養指導 の時代 が到来 しようとす るまで になってい る。
　 栄養 に関する知識 は1871(M4)年にホ フマ ン(独)に よ りわが国 に伝 え られたが、あ く
まで医学の一分野 であ り、学 問 としては体系づ けられていなかった。 その栄養 に関する研究
を 「栄養学」 として独立 させ今 日の発展 の緒 を築 いたのは、私立栄養学校(現 佐伯栄養学校)
の創設者である 『佐伯　矩』医学博士であ る。内務省伝 染病研究所長の北里柴三郎[1913(T
　2)年 に 日本結核予防協 会 を設立]の もとで細 菌学や毒物学 を学 んでい た佐伯　矩博士 は、
1905(M38)年か ら米国工一ル大学 に招聰 され、生理学、医化学、毒物学 な どの研 究 に従事
　してい た。1911(M44)年、当時わが 国の国民病 ともい われた脚気や結核 の解決 には栄養 の
研究 しか ない、 と判断 して帰 国す ることになるが、その帰路立 ち寄 った欧州において も、 こ
の当時、栄養問題 は第二次的な問題 として しか認識 されていない ことを確認 している。帰 国
　3年後の1914(T3)年には 『栄養の総合的研 究』 とそれに基づ く 『栄養学』 を独 立 した学
問 にす ることを目的 とした 『私立栄養研究所』 を開設す るこ とになる。
　　ここに、 自然科学 の一分 野である『栄養学』が誕生 し、その研 究の第一人者である佐伯　矩




　　わが国初、世界初の栄養士の誕生は、1919(T8)年の大 凶作 をきっかけに佐伯　 矩博士
の念願であ った国立の栄養研究所の必 要性が認め られ、1920(T9)年に内務省所管の 『国
立栄養研究所(初 代 所長佐伯　 矩)』が設立 された後 のことである。
　　栄養学 は研 究だけで な く、実践活動が必要 との見解 か ら専 門技術 者の育成 の必要 性を痛感
　した佐伯博士は、1925(T14)年4月私財 を投 げて私立栄養研究所 の跡地 に私立栄養学校 を
創設 し、栄養学 を専 門に学 び、栄養 の指導 をす る者 の育成 を開始 した。翌年の1926(T15)
年3月 に卒業生 を輩 出 して、 日本、そ して世界 にお ける初 の栄養士(当 時は栄養技手)15名
が誕生 した。 この1期 生15名の うち12名が女了、3名 が男子 であ り、 また10名は医師 であっ
　た。当時のわが国の公衆衛 生状況 は劣悪で、国民 の栄養状態 も悪 く、 したが って感染症が蔓
延す る状況下 にあ り、 日本全 国 におい てこれ らの栄養士 による栄養改善事 業が開始 された。
各官公庁 、病院、工場、鉱山、療養所 、児童施設 、栄養食 配給所 な どに配置 された当時の栄
養士の活動 は、疾病 と栄養の関連 を明 らか に した り、工場、地域集 団、学校給食 など集 団 を
対象 に した栄養改善 を実践 してその成 果 を上げた りしたが、 これ らの業績 は今 日の栄養指
導 ・教育 の礎 になっている。
　　前述の国立栄養研究所 は、1922(T11)年の英 ・米人で構成 される国際連盟特 派衛生委員
　の視察 を契機 に国際的に周知 された。 その後数年 間に亘 り、所長 であった佐伯博 士 は政府 の
命 によ り欧州、北米 、南米 の大学や研究所、学会にお いて、① 栄養研究所設立の必要性 、②
栄養学の独立 な らび にその体制 と応用 、③ 日本 の経験 と業績 を内容 とした出張講演 を行 った。
　このことにより、わが国の 『栄養学』が世界 に広 く認 め られ ることにな り、 その功績 を今 日
　に伝 えてい るのであ る。
3)栄 養士法 と栄養士養成施設創 設の経緯
　　1938(S13)年1月に創設 された厚生省(現 厚生労働省)の 中 に、栄養行政全般 を所 管す
る 「栄養課」が設置 されたのは1946(S21)年である。当時、戦後 の厳 しい食料事情 か ら国
民 の栄養状態が低迷する中、乏 しい食料 で国民が生存す るため には栄養十 の力が必要で あ り、
法によ り栄養士 の身分 を定 める必要性 があった。そ こで、翌年の1947(S22)年12月29日に
　『栄養士法』(法律 第245号)が公布 され翌年元旦 に施行、 また、施行 規則 もその年の2月16
　日に公布、施行 された。
　　この栄養士法 の施行規則 には養成期 限は1年 以上 とされてい たが、1950(S25)年には 「2
年以上』 とな り、新 制の大学 ・短期大学 の創設 と も重 な り、 この年 に18校の栄養士養成施設
が誕生 している。1945(S20)年に制定 の栄養士規則 に よって、栄養士 とは1925(T14)年



















12校を卒 業 した者 で あ ったが、1950(S25)
年 には表2に 示 した ように新制大学3校 、短
期 大学5校 、お よび各種学校10校の計18校と
な り、同年 の栄養十 数 は5,781名となってい
る。 さらに10年後の1959(S34)年には大学
25校、短期大学61校、各種学校26校の計112校とな り、同年の栄養士数 は41,752名となった。
　 この ように戦後間 もない時期の10年間に、急激 に栄養士 の養成施設が認可 され大量 の栄養
士が世 に輩 出された ことは、当時の栄養改善の普及が行政上急務であった ことを裏付 ける も
の と推察 される。一方で、この時期 の栄養士の大量輩出 を危惧 して、1960(S35)年代 には
栄養士 の専 門職 としての資質向上のために、た とえば養成期 間を2年 か ら3年 にするな ど教
育の充実 を図ることの必要性 も論 じられた ようであ る。
　 以来 、今 日に至 るまで多 くの養成施設が設置 されている。表3に 示す ように各種学校、短
期大学 、大学 な どの養成施 設が設置 され、 日本栄養士会 の統計資料 によれば、2004(H16)
年度 累計 の栄養士免 許交付者 数 は835,417名、管理栄養士登録者数 は2005(H17)年12月末
で は122,806　名 であ る。 また、全 国栄養士養成施設協会 の資料 によれば、2006(H18)年
4月現在 の管理栄養士養成施設数 は108校、入学定員8,533名、栄養士養成校 は204校、入 学




























1950(S25)17 3 7 7
1955(S30)83 24 45 14
1965(S40)
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　 これ ら多 くの有資格者が医療施設、福祉施設、学校、行政、教育 ・研究分野 な ど法 による
配置義務が定 め られた施設 は もちろんのこ と、その他 さまざまな職場や各家庭 において国民
の健康づ くりを担 う重要 な使命 を果 た してい る。
3.栄養行政と栄養士活動の変遷
1)栄養行政の変遷
　 現在 の栄養行政 は、憲法第25条の 「すべ ての国民 は、健康 で文化 的な最低限度 の生 活 を営
む権利 を有する」 とい う精神 に則 り、国民 の健康 の保持 ・増 進 を図るための活動 を行 ってい
る。国で は厚生労働省 が中心 とな り、文部科学省 、農林水 産省、法務省 な どとも連携 し、地
方公共団体 では都道府県 、市町村 によって行 われ る公 の活動であ る。
　 表4に 示 した ような栄養行政や公衆 栄養活動の歴史 をみ る と、明治時代 か ら戦後 しば らく
は、欠乏か らの栄養改善の ため に各種 の施策や活動が実施 されて きたこ とがわかる。1925(T
14)年4月に初 の栄養士 の育成が開始 され、1937(S12)年に 『保健所法』が制定 されて保
健所業務の中に栄養改善指導が位 置づ け られ、栄養士 に よる地域住民 を対象 とした栄養改 善
事業 が推進 されることとなる。 また、1948(S23)年に 『栄養士法施行規則』が制定 される
と、各保健所 に栄養士 が配置 され、保健所 を中心 とした公衆栄養行政 の組織が確立す る。 さ
　らに、1952(S27)年には 「栄養改善法』が制定 され、栄養改善活動 が法 に よる規定の下 に
展 開 されていった。
　 1962(S37)年には、1947(S22)年に制定 された 『栄養士法』 の一部が改正、翌年施行
され管理栄養士制度 が発足す るが、 この時期 を境 にわが国の公衆 栄養活動 は栄養改善 に加 え、
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健康の保持 ・増進 のための施策 に移行する。 これ は1964(S39)年の東京 オ リンピ ックを契
機 に 日本経済は急速 な発展 を遂 げ、健康 問題 の中心 的な課題が肥満や成人病(現生活習慣病)
患者の増加 などへ と変化 した ことによ り、国民の健康 ・体力づ くりへの関心が高 ま り始 めた
ため とされている。 たとえば、1941(S16)年発表 の 日本人の 『栄養要求量標準』 は欠乏時
代 の栄養改善の対策 に用い られ て きたが、1969(S44)年に発表 された 『日本人の栄養所要
量』 は国民の健康 の維持 ・増進 を目的 に策定 された。 これ は、5年 ごとに見直 しされ、その
時期 に適合 した内容 に改定 される ようにな った。現在7回 目の改定版である 『2005年版食事
摂取基準』が2010(H22)年まで を使用期 間 として活用 されている ところである。
　 また、1978(S53)年に厚生省(現 厚生労働省)は 、成人病(現 生活習慣病)予 防のため
の2次 予防の推進 を目指 した第一次国民健康づ くり対策 を展開 した。1988(S63)年には第
二次 国民健康 づ くり対策 『ア クテ ィブ80ヘルスプラ ン』、2000(H12)年には第三次 国民健
康づ くり対策 『健康 日本21』と10年ごとに健康づ くり対策 を展 開 してい る。この対策 を推進
す るため に健 康づ くりの3要 素で ある食事 、運動、休養の指針が 、それぞれ1985(S60)年、
1993(H5)年、1994(H6)年に発表 された。 この ようにその時代の疾病 や経済状況 な ど
社会構造 の変化 に対応す るように、一定期 間での施策が展開 されて きたのである。
　 さらに、1994(H6)年に 『保健所法』が 『地域保健法』 に改正 され ると、疾病予 防のた
めの健康対策である栄養指導業務 などは都道府県か ら市町村 に委譲 され、地域住民 によ り近
い行政で そのサー ビスが提供 されることになった。 このことは市 町村 における栄養士の配置
が進 んで ゆ くことに もつ ながった。2001(H13)年に厚生労働省が発足 し、健康局総務課生
活 習慣病対策室が栄養行政 を管轄す ることになった。1952(S27)年に制定 された国民 に対
する栄養改善活動 を法的 に規定 した 『栄養改善法』 は2002(H14)年には廃止 され、健康 の
保持増進 を目的 とす る 『健康 日本21』を推進す るための法的基盤 として 「健康増進法』が制
定 された。2004(H16)年には 『健康 フロンティア戦略21』を発表 し、生活習慣病対策 と介
護予防の推進 に関わる施策 を進 める健康支援 システムの構築 を図 り、IT社会 に対応す る保健

















用語を創作(偏食 ・栄養食 ・栄養効率 ・栄養指導等)
1920(T9)内務省所管の 「国立栄養研究所」の設立、佐伯　矩博士が初代所長
1921(T10}倉敷に 「労働科学研究所」設立、所長は暉峻等博士













1935(S10)「栄養学会」 が公認 され、 日本 医学会 の第13分科会 となる
1936(S11)凶作不況の東北6県 に国費で各県2名 の栄養士を配置








1946(S21)厚生省 に 「栄養課」新設、 ララ救援物資到着、国民栄養調査 は じまる
賀川豊彦 ・三木行 治 ら国民栄養協会 を設立、 「食生活」創刊
「学校給食の普及奨励 について」文部 ・厚生 ・農林三省次官通牒
1947(S22)「保健所法」制定、「栄養士法」制定、「食 品衛生法」制 定、「労働基 準法」












1956(S31)米 の配給 量 ユ人1日360gとなる、夜 間高校 で学校給食 開始
1958{S33)「完全給食制度」から 「基準給食制度」に改正、「調理師法」の制定
「6つの基礎食品」の普及通知












1978(S53)「第一次 国民健康 づ くり対策」 として施策展 開
1979(S54)「第二次改定 日本人の栄養所要量策定」(1980年4月～1985年3月使用)
1981(S56)「6つの基礎食 品」の改定
1982(S57)「四訂 日本食 品標準成分表」発表 、「老 人保健法」公布(1983年2月施行)
1984(S59)「第三次改定 日本人の栄養所要量策定」(1985年4月～1990年3月使用)
1985(S60)「栄養士法 の一部 を改正」(管理栄養士国家試験制度の導入)
「健康 づ くりのための食生活指針」発表、「世界一の長寿 国」 になる




1988(S63)「第二次 国民健康づ くり対策"ア クティブ80ヘルスプラン"」展 開





「保健所 法」 が廃止 され 「地域保健法」 に改正公布(1997年施行)
「栄養改善法 の一部 を改正す る法律」公布(1997年4月施行)
「健康 づ くりのための休養 の指針」発表








管理栄養士業務 にお ける専 門性 の強化
文部科学省 、厚生労働省 、農林水産省合 同策定の 「食生活指針」策定
「五訂 日本食品標準成分表」発 表、「健康 日本21」ス ター ト
2001{H13)「厚生労働省」発足"栄養行政は健康局総務課生活習慣病対策室が所管"
「保健機能食品制度」の制定
2002(H14)「栄養改善法」が廃止 され 「健康増進法」 に改正公布(2003年5月施行)







「健康 フロ ンティア戦略21」の発 表、「栄養教諭制度」 の創 設
2005(H17)「食育基本法」の制定、内閣府に 「食育推進室」の設置
引用文献;茂 木専枝編:栄 養教育論.学 建書院.2002
　 　 　 　 吉田勉　監修:わ か りやすい公衆栄養.三 共出版株式会社.2005ほか
2)栄 養改善時代 か ら活躍 して きた実務栄養士
　　栄養士養成校 の創設 は前述 した ように1925(T14)年私立栄養学校 に遡 る。その第1期 生
　は、調理理論、食 品加工、食 品分析、 ビタミン、細菌学 などの科 目の教 育 を受 けたが、 当時
　は専門教科書 もな く、雑誌 『栄養 と栄養研究』が その役 を担 った とされている。創設以 降今
　日に至 るまでの栄養士の教育 内容の変遷 をた どるこ とも、興味深い ことであるが、これにつ
いては別の機会 に譲 ることにす る。
　 栄養改善時代 に実務経験 をもつ先輩栄養士 の方 々に質問調査 を して、当時の専 門必須履修
科 目や実務活動の内容 を尋ねた。全員阪神地 区在住の方々である。 まず、1942(S17)年～
1959(S34)年に各養成施設 を卒業 した先輩栄養士か ら回答 のあった教育科 目の一覧 を表5
に示 したが、養成施設か ら取 り寄せた資料 を基 に して教育科 目をその まま転記 した もの と記
憶 に頼 る自己 申請 の ものがある。戦前の履修科 目にあ る 『炊事学』、『台所設計学』、 『共 同炊
事論』、『支那料理』、『炊事設備』、『病人治療食』 などは戦後 にはない科 目名称 であ り、表4
の戦前の歴史 と照 らし合わせ る とその時代 の特性が表れているこ とが うかがえる。
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表5.1942年～1959年養成施設卒業者の教育科 目一覧





































短期大学　 1959(S34)　栄養化学、栄養生理学、食事療法 シリーズ、基礎 医学 な ど
*　養成施設の教育科目表 を転記 したものと、記憶による自己申請のものとある
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　 また、同対象者 に卒業後 の実務活動 について も尋 ねたが、卒業後 のお もな職種 は、私立 ・
公立病院、県 ・市職員(県 庁、市役所、保健所 、生活科学セ ンターな ど)、企業(産 業給食、
栄養指導等)、大学 ・短期大学 ・専 門学校 の教 員お よび助手 、研究所 での商品開発 な どとさ
まざまであった。 さらに、表6は 実務時代 の特筆すべ き食生活や栄養 に関す る時の話題 につ
いての質問に対す る先輩方か らの回答 をま とめた ものである。得 られた回答 か ら、戦前 ・戦
中は食糧不足が深刻であ ったこ とがわかる。給食現場 の職場環境 として、栄養士 と調理師の
関係、衛生環境、事務作 業管理 な ども現在 とはか な り異 なるこ とが うかがえる。 この ような
環境の中で、先輩 の栄養士 の方々が食 中毒の発生や異物混入 を防 ぎ、安全 でおい しく栄養管
理 された食事 を提供 してきた ことや、地道 な栄養改 善指導 を実施す るための知識や技術 の研
鐙 を惜 しまず、専 門家 としての資質の向上 を図 って きた ことは、今 日の栄養士 の活動 に大 き
く貢献 している と推察 され る。
表6.栄 養 ・食生活 に関する時の話題(先 輩栄養士への質 問調査等)
【1940年代(食 糧不足 ・飢餓時代)】
・在学時代 の食の基準 は魚1:豆1:野 菜4と 学 んだ。
・調味%は 汁物 についてのみ算出 した。
・終戦直後 、アメ リカのオ ラネル栄養士 による役所 の視察が あった。
・診療所 の診察で栄養指導 を要 した患者 に、 アメリカか らの援助物資 である脱脂粉乳 を配
布 した。
・第1回 国民栄養調査 に参加 した。
・食材が十分 にない時代 で栄養士教育 には調理実習はほ とん どな く、教科書 らしきもの も
　なか った。
・大戦 中、終戦後 は衣食住 ともに問題 であったが、特 に食糧問題 は大 きかった。戦争 中は
　国家統制 の もとに配給 であったが、戦争が苛烈 になるにつれ、農水産物、畜産物 とも生
　産が激減 し、加工 ・貯蔵 ・輸送配給 な どの施設や運営が難 しくな り、各家庭 に配布 され
　る食物は質 ・量 ともに貧弱 になる一方 であった。
・戦後 は、混乱 と困窮の戦後 を生 き抜 くため に、買 出 し部 隊、闇商い人が 出て くる。家庭
　の主婦 も配給 ではや り切 れず農村 に出かけた。 この頃、闇の食糧 を買 うことを潔 としな
　い山口良太忠裁判官 は栄養失調で死亡。
【1950年代(基 本食料充足時代)】
・食料不足 時代。米穀配給制度(肺 結核入所患者 は特別加 配米有 り)。献立表 は メー トル
　法 を用いgで記入するが、発 注書や納品書 は尺貫法 で貫 や匁 に換 算す るため業務 負担が
大 きか った。
・事務室や調理室 は裸電球、熱源 は薪炭 、水 は井戸水 。
・厨房内 は熱作業が多 く冷房設備 はないので、男子調理 員は上半身裸 。天井 か ら蝿取 りリ
　ボ ンを吊 り下げ、出入 り口は縄 のれ ん吊 り下 げ害虫駆除。
・イ ンス タン トラーメ ンを代表 とす るインス タン ト食品や、冷凍食品が製造 され始 める。
・S25年当時、神戸市 に栄養十 として採用 された人 は3名 で病院 、保健所 、衛生局本部 に
　それぞれ配置 された。『栄養士』 とい う職業 は知 られてお らず、調理 師 と同 じよ うに思
　ってい る人が多 かった。
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・病 院給食で は板前 さん と呼ばれた調理師 さんにkg、　gの単位 を理解 して もらい、献立票
に沿 って調理 をする とい う訓練 をす ることか ら始め なければならなか った。
・"栄養士村の住 人は特別 な言葉 を使 い 自己満足 してい る"と 批判 された。
・食糧事情が悪 く、米 は統制 されていて 自由に購入出来なかったので、入院患者 は転入証
明を持 って きていた。
・砂糖 も貴重品のひ とつで、給食部門の監査時 には米 と砂糖の量 を帳簿 と符合 してい るか、
係員が計量 していた。
・学生時代 に覚 えた 「6つの基礎食品」 の1～6群 の分類 は、1群 が緑黄色野菜 だった こ
とは当時の国民の食生活が ビタミンA不 足状態 だった ことを物語 ってい る。
・神戸市 は初の栄養士採用で業務 の基礎作 りを しようと思 ったが 、「今後食糧事情 や経 済
状況 は好転す るか ら栄養士 は不要では?」 や 「収入が伴 わない事業 ばか りで予算 を消費
するばか りだか ら無用」 と唱える事務系先輩 の中で業務 に従事 していた。
・百貨店 の催物会場 で毎年一回 「私達の栄養展」 を開催 し多数の市民への参加 を呼 びかけ
た。
・米 国 ビキニ環礁 における核爆発実験で 日本漁船の第5福 龍丸被 害、機関長久保 山氏死去
(被爆死)乗 組員全員被爆、(当)国 立東京第二病院 に入院。院長 より全 国病院栄養士へ
これに関す る詳細 な治療食 メニューが臨床栄養誌上 に掲載 された。
・宇高連絡線衝突沈没事故が発生。負傷者 な どを収容 ・入 院。回復食 を提供 し聞 き取 りに
対応す る。
・森永乳業徳島工場 で乳児用粉 ミル ク製造過程 において 『砒素』が誤混入 され た事件で、
約25名の被 害乳児が本院へ急遽入院。約30日～50日間治療離乳食への対応 をした。
・朝 日氏(患 者)訴 訟 を受け、全 日本患者 同盟が結成1956年党員結核療養病棟 入院患者
約60～70人に対 して提供食事 の内容(栄 養価、食材 、単価、.嗜好)を 説明、解説 を週1
回約1年 間実施 、理解 を求めた。
【1960年代(欧 米型食生活導入時代)】
・調理実習で は冷凍 の蝶や赤魚 を使用 し、集団給食実習 にはメルルーサ をよ く利用 した。
・調理実習の調味塩分 は1%で 算出。
・調味 には味の素 を少 々使用 していた。
・電子計算機 を利用 して、栄養価 を計算 し、結果 に基 づいて栄養指導 を行 う。
【1970年代(成 熟食生活時代)】
・フェノールやポ リプロ食器 をメラ ミン食器、耐熱食器(無 菌室用)に 変更するこ とを直
談判。
・栄養指導車(キ ッチ ンカー)に よる巡 回栄養指導開始。
【1980年代(飽 食の時代)】
・他 の職種では異業種交流が当た り前 の事 として考 えられてい るが、栄養士 の教育現場 で
　は、担当科 目間の調整 もな く、各教員 は食生活の専 門分野 に没頭 していて、社会が求め
　ている問題 に関心が薄い と感 じられた。人 間の生活 が引 き起 こす環境(自然 ・社会 な ど)
　に対す る影響(た とえば、食糧生産、採取、貿易、消費、廃棄 のサ イクル、先進国 と途
　上国の問題 、異文化の問題)も 視野 に入れてい く必 要があ ると思 った。
・ 「健康 増進 スクール」 の開始、栄養 ・運動 ・休 養 を軸 に して健康増進 を推進。
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【1990年代(グ ル メ ・健康志向時代)】
・骨髄移植 を要す る疾患 の治療のために、無菌食 のオーダーがあ り無菌食 の給食 開始。
・食育の推進 を小 ・中学校 の学校 給食 を通 して推進 して きた。① 「食 で育 む子供 の未来」
食育推進事業、② 地産地消費 を勧 めるための販売網 の整備や計画性へ の支援 、③ ス ロー
　フー ド運動 の推進、④栄養教諭 の小学校配置な どの取 り組み を実施。
【2000年代(「健康 日本21」運動対策時代)】
　今回の調査 にご協力 いただいた先輩栄養士 の方 々の多 くはすでに退職 されているが 、それ
ぞれの生活 の中で、それまで に培 って きた豊富 な経験 を生か して、後輩 の育成 や独 自の栄養
士活動 を今 なお展 開 してお られる。
4.栄養士法の一部改正にみる栄養士教育および栄養士活動の現状
　2000(H12)年栄養士法が一部改正 され、2002(H14)年4月よ り新 カ リキュラムに よる管理
栄養士 ・栄養士 の育成が開始 された。今 回の法改正の第一 の特性 は、それまで登録資格 であ った
管理栄養十が免許制 とな り、業務内容 も明確化 され、栄養士免許 と区別 されたこ とである(表7)。
そのために、教育養成施設 では教員の配置、教育科 目、実習施設 ・設備 な ど設置基準 が大 き く改
正 された。特 に管理栄養士養成施設 においては、専 門科 目担当教員 については医師免 許 を持 つ者、
実務経験、お よび研究歴のある管理栄養士 の免許 を持 つ者 、実習助手 は管理栄養士免 許 を持 つ者
を配置す ることが必要 となった。 また、教育科 目は改正栄養士法 に明確化 された業務 をこなす こ
とので きる知識 や技術 を修得す るため に、分野別の科 目設定 とそ の内容、 また臨地実習期 間 とそ
の内容 も大 き く変 わった。 さらに、専 門科 目の技術 の習得 を図 るため に、 これまでの設置基準 で
は求め られなかった専用 の臨床栄養実習室、給食経営管理実習室、栄養教育実習室の施設 と付 随
する設備 ・機器類 の設置が必要 となった。 さらに、教育科 目の改正 に伴 う国家試験の見直 しもあ
り、2006(H18)年3月末 には新制度 の管理栄養士 国家試験が実施 された ところであ る。
　 これまで栄養十教育 は各種学校、短期大学、大学 とさまざまな施設 において、2年 間、3年 間、
4年間 と育成期 間 も異 なる教育環境でな されて きた。 しか も、大学や短期大学 のような教 養教 育
を重視す る施設 において育成 され るようになって きた近年 では、80年前 に私立栄養学校 を創 設 し
た頃に佐伯博士 が目指 した"栄 養学 を実践す る専門職業人 を育成す る"と い う観点がやや希薄 な
状況 にあった と思 われる。栄養学 は 自然科学 の一分野 で、その中心 をなす ものは 『生体(人 間)』
であ り、食品やその他 を主 とす る もので はない と考 えて、"実験 的研 究 と調査研究、そ の応用 と
しての実践がで きる栄養士 の育成"と い う佐伯博士 の教育理念 は、現代 にしっか りとは継承 され




　　栄養士 とは、都道府県知事 の免許 を受 けて、栄養士 の名称 を用 いて栄養の指導 に従









ものの、経済発展 に伴 う飽食 の中で、偏食や誤 った食の知識 に よる栄養素摂取状況の歪みが生活
習慣病 となって表 れている。その治療 や予防が重要な課題 とな り、公衆栄養活動の上か らも急務
とな り、 しか も予防 においては 自己責任 ・自己管理 の基 に健康 の維持 ・増進 を推進す る必要のあ
る現在、栄養士教育の見直 しが求め られ、時代 の要請 に適合する管理栄養士 ・栄養士の育成が必
要 となったわけである。
　今後 は、先 に も述べた ようにテーラーメイ ド時代 の医療 ・福祉現場領域の管理栄養士 には、医
療人 としての資 質が求め られてお り、普及 しつつあるチ ーム医療(NST:nutrition　support　team)と
呼 ばれ る医師、看護師、薬剤 師、検査技 師な ど関連職種 とチームを編成 して対象者の栄養管理 に
携 わるシステムへ の対応や、 また、地域保健現場では医師、保健 師、歯科衛生士、食生活推進員
な どと連携 を図 り、 「健康 日本21』の推進 のための コーデ ィネイ トカ を発揮 す るこ とが必要であ
る。学校教育現場 では栄養教諭制度の創設 に よりその専 門性 を発揮 し、食育推進 の リー ダー とし
て家庭、学校 、地域 と協 調 してその教 育効果 を高めるこ とが求め られてい る。 さらに、高齢者福
祉 の現場 では施設 の関連職種 と連携 しての、対象者へ の栄養ケアマネジメ ン ト能力が求め られて
いる。
　いずれの場 にあって もこれか らの管理栄養士 ・栄養士 には、科学 的根拠 に基づい た栄養 アセス




　今回筆者 らは栄養行政が大 き く変化 したこの時期 に、栄養士育成 の原点 を辿 り、教育科 目の変
遷 を知 り、先輩実務栄養士の活動 に学 び、現状 と今後の栄養士活動 を見据 えた教育現場のあ り方
やその方向性 の模索 を試み た。その結果、先人が重ねた業績 の上 に現状がある ことを認識 した上
で、特 に管理栄養士課程 においては、新 たな教育科 目の もと、医 師や実務家教員 を加 えた新教員
組織で、高度 な専門能力 を備 えるための実習設備 ・機器 を生か して、時代 に求 め られる医療職業
人を育成 してい くことがその教 育 に携 わる教員 の使命である と考 える。 また、今後 は食事 と疾病
の関連 を明 らかにする栄養疫学研究 を推進す ることが重要な課題 である。 わが国 において はこの
分野の研 究は遅 れているが、研 究機 関である大学 の教員が実務栄養士 と連携 を図 り、症例 知見の
蓄積のためのフ ィール ド調査 を行 い、医学的根 拠(EBM:evidence-based　medicine)に基づ い た
実績 を重ね、社会還元 をす るこ とが管理栄養士 ・栄養士の今 日における社会的使命で ある と考 え
る。 この ことはまた実務栄養士の育成 と養成施設 における教育 の充実 につ なが ることで もある と
考 える。
　最後 に日本 の図書館 に1冊 のみ所蔵 されている佐伯　矩著の 『栄養立 国』 を紹介す る。
　 これは同志社大学図書館 の特別図書 として保管 されてお り複 写 を許 されない ことか ら、筆者 ら
は同特別閲覧室 にて転記 したが、その表紙 と1頁 目の文章 と目次等が 図1で あ る。 この図書 の出
版年 は不明であるが、表紙 に内務省 国立研 究所 とあるこ とや、1頁 目の文章 はその論 旨か ら念願
の国立栄養研究所の開設 にあた り、所信表明 として執 られた ものか と推察 され ることか ら、1920
(T9)年 の研 究所 開設直後 に出版 された もの と推測す る。驚 くべ きことは、 この ときすで に佐
伯博士 は 『健康増進』とい う言葉 を用 いてい ることである。教科書 や多 くの専 門書 に よれば、 「健
康増進』 とい う言葉 はわが国が急激な経済発展 を し始 めた1964(S39)年前後頃か らの行政施策
の中にその概念が採 り入れ られた、 と記述 されている。
　 この 『栄養立 国』 に出会 い、筆者 らは今 こそ、栄養士活動は この80年前 の原点 に戻 り、 国民 の
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　 この論文 を まとめ るにあた り調査 の ご協力 を賜 りま した先輩栄養士の皆様 に心 よ りお礼 申 し上
げ ます。
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